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長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

市民生活部 環境課

H25予算

事業番号 26 自然環境調査事業

3,500

事業の目的・概要

（目的）
第３次環境基本計画の３つの柱の一つ「多様な生物が人と共存する自然共生社会の構築」を目指し、市内の自
然環境データを蓄積する。
（概要）
市内の自然環境データを蓄積するため、現地踏査や市民参加調査を実施する。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

日進市：平成１３年度～平成１４年度
尾張旭市：平成１１年度
春日井市：平成１８年度～平成２１年度
豊田市：平成１３年度～平成１５年度

事業期間 事業開始年度 平成２４年度 終了（予定）年度 ―

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

長久手市域
0 0 12,390 12,384

総事業費
（単位：千円）

H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

他事業と統合

国費・県費 12,390
一般財源 3,500 現行どおり実施

12,384 事業の改善

地方債

1月～ H24目標値 H25予算

運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

自然環境データが継続して蓄積できるようにする。
受益者負担額

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して） 事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

①
（緊急雇用）長久手
市自然環境調査業
務委託

長久手市域
で

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

削減

（緊急雇用）長久手
市自然環境調査業
務委託１２,３８４

A

H23実績
単
位

H24実績
7月～ 10月～

今年度は緊急雇用で実施したが、来年
度以降は、今年度の結果をもとに、重
点箇所の追跡調査を実施したり、より多
くの市民が調査に参加いただけるよう周
知・啓発に努める。

現地踏査や市民参加調査を実
施することで

2,587 12,390 12,384
維持

1,500 3,500

蓄積したデータ
件数
植物　1,750件
動物　　 837件

―

件

現地踏査や市民参
加調査により、自然
環境データの情報が
収集できるため。

― ―

自然環境データが継
続して蓄積できるよう
にする

現地踏査
３０７回
市民参加調
査
参加者延４６
人

③

②

④

平成２４年度に実施した調査結果をもとに、監修者や調査員が解説する。そして、希少種や外
来種の状況を市民に知らせることで、自然環境保全に対する知識や理解を深める。

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

結果報告会（シンポ
ジウム）


